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第３学年 理科学習指導案
日 時 平成１６年６月２９日（火）５校時

生 徒 ３年Ｄ組 男子１６名 女子１８名
指導者 倉 澤 克 明

１．単元名 物 体 の 運 動

２．単元について

（１）教材観
本単元の主なねらいは、物体の運動の観察、実験を通して、運動の基本的な性質を理解するとと

もに、その規則性や力学としての統一的な見方・考え方を育成することである。具体的には、運動

には速さと向きがあること、また力が働く運動においては、物体の速さなどが変わること及び、力
が働かない運動では、物体は等速直線運動をすることを見いだすことである。そこで、日常生活で

見られる数多くの現象を取り上げ、それぞれの現象を物理学的な認識としての「力 「運動」によ」、

って見直すとともに、概念を形成していくという趣旨で、単元を設定した。
（２）生徒観

生徒は、理科の知識・理解の面では、おおむね満足している状態であり、普段の授業では与えら

れた課題に真剣に取り組み、比較的発言が多い。また、実験、観察にも意欲的に取り組む生徒がほ
とんどである。しかし、観察、実験の結果のまとめについては、結果を自分のものとして自信をも

って発表できないという消極的な生徒も見られる。これは、個々の観察、実験を行う際の技能に自

信がもてないことと結果をまとめるための表現力の不足が考えられる。したがって、これらの能力
も高める指導について今後力を入れる必要がある。

関連する学習としては、１年生において、力のはたらきとして「物体の運動のようすを変えるも

の」ということを定性的に学んでいる。ここでは日常生活の中で見られる物体の運動に目を向けさ
せ 「力」と「運動」の関係に着目することにより学習を展開する。さらに、観察、実験の結果を、

まとめる際の個に応じた支援を工夫することにより、思考力や表現力を高めたい。

（３）指導観
そこで本単元では、まず、力のはたらきの学習をもとに、日常生活で見られる様々な運動につい

て想起させる。次にそれらの運動の違いを考えさせながら、それぞれの運動を特徴づける「速さ」

や「向き」に目を向けさせる。さらに運動について調べる実験を計画立案から実施、結果のまとめ
まで、生徒が興味や関心をもった運動について取り扱うことにより、意欲の喚起と実験への責任を

もたせながら学習を展開する。

後半では 「速さ」に加え 「運動」を「力」との関係で運動をとらえさせる。ここでは、特に記、 、
録タイマーの操作、実験結果のグラフ処理等の技能の習熟を図るとともに、結果をもとにしたまと

めができるよう報告書の書き方についての表現の指導にも努めたい。

（４）家庭学習との連携
今までは、主に知識・理解の面の定着を図るために家庭学習を活用してきた。ここでは、観察、

実験のための時間を十分確保するため、運動についての動機付けは授業で行うものの、生徒が想起

した運動について調べる実験の計画を家庭学習で行わせる。次に、生徒の意欲を喚起するため、生
徒が計画した実験をもとに授業展開をする。さらに、家庭学習においてワーク等に取り組ませるこ

とにより、学習の定着を図る。

３．単元目標

【関心・意欲・態度】

・身のまわりの物体の運動に興味・関心をもち、進んで観察、実験を行い、それらの事象を日常生活
と関連づけて考察しようとする。

【科学的思考】

・身のまわりの物体の運動を調べる方法を考え、観察、実験などを行い、物体の運動についての規則
性を見いだすことができる。

】【観察・実験の技能・表現

・身のまわりの物体の運動を調べる観察、実験を行い、基本操作を習得するとともに、運動について
自らの考え方を導き出した創意ある観察、実験の報告書を作成し、発表することができる。

【自然事象についての知識・理解】

・観察、実験などを行い、物体の速さや動く向きの変化を調べる必要性を理解する。平均の速さと瞬
間の速さの意味を理解する。
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４．単元の指導計画と評価規準

次 時 指導目標 科学的思考 技能・表現 知識・理解関心・意欲・態度

・いろいろな ・身のまわりの運動 ・速さを求める式 ・速さが単位あた・身のまわりの物体の運動を調べ

物体の運動の について、意欲的に を利用して、それ りの移動距離で表る観察、実験を行い、基礎操作を

観察を行う。 調べることができる ぞれの速さを計算 すことがわかる。。 習得できる。

・自らの考え方を導き出し、創意１ できる。

ある観察、実験の報告書を作成す

ることができる。

・それぞれの運動に ・平均の速さと瞬・物体の速さを

ついて速さを求め、 間の速さを求める１. 求める実験を通

報告書をもとに発表 ことができる。運動 ２ して科学的に考

することができる。察しようとする

意欲と態度を養(本時)

う。

・身のまわりの事・身のまわりの

象について、日常事象について、

生活と関連づけて３ 日常生活と関連

考察できる。づけて考察しよ

うとする。

・運動と力との関係 ・運動と力との関・運動と力との

や力のおよぼし合い 係や力のおよぼし関係や力のおよ

に興味・関心をもつ 合いを調べる方法１ ぼし合いについ

ことができる。 を考えることがでて興味・関心を

きる。もつ。

・運動と力との関係や力・運動と力との ・進んで運動と力との関

のおよぼし合いについて関係や力のおよ 係や力のおよぼし合いに

の観察・実験を行うこと２ ぼし合いについ ついての観察・実験を行

ができ、基礎操作を習得て進んで観察、 うことができる。

することができる。実験を行う。

・観察、実験の結果 ・様々な運動のよう２． ・物体の様々な速

から、様々な運動の すをグラフで表すこ運動と さの運動の規則性

規則性を見いだすこ とができる。力 ３ をグラフなどから

とができる。見いだす。

・様々な運動の観・物体の様々な

察、実験の報告書速さの運動につ

を作成し、発表す４ いて観察、実験

ることができる。の報告書を作成

し、発表する。

・物体にはたらく力・等速直線運

と速さとの関係や慣動・慣性の法

性など、原理・法則５ 則などについ

や基本的な概念につて理解する。

いての知識を身につ

ける。
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５．本時の指導
（１）目 標

物体の速さを求める実験を通して科学的に考察しようとする意欲と態度を養う。

① 【関心・意欲・態度】それぞれの運動について速さを求め、報告書をもとに発表することができる。

、 。【 】②速さが単位時間あたりの移動距離で表されること 速さには平均の速さと瞬間の速さがあることが説明できる 知識・理解

（２）本時の評価の観点と具体の評価規準

努力を要する生徒への手だて評価の観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ

・自ら考えた実験方法について ・観察、実験を通して、身のま ・机間巡視をし、教科書の写、

意欲的に実験、観察を行い、実 わりの運動について関心を持ち 真等を示すことによって、速関心・意欲・ 、

験方法を考え、規則性を見いだ 意欲的に速さを見いだそうとす さについて考える視点を与え態度

すことができる。 る。 る。

・距離と時間の関係から速さの ・速さの求め方を、距離と時・自ら意欲的に、速さが単位あたり

計算をすることができるととも 間に着目させながら、考える知識・理解 の移動距離で表すことができること

に、平均の速さと瞬間の速さを よう支援する。ができ 、平均の速さと瞬間の速さ、

求めることができる。を理解し、説明できる。

（３）展 開 個に応じた指導 ◇ 評価◎

段階 学習活動及び内容・予想される生徒の反応等 支援・評価・留意事項・教具等

導 １．豆テストにより、距離と時間と速さの関係につ ◇意欲的に豆テストを行い、前時の復習を

（ 、 ）いて確認をする。 することができたか。 知・理 関・意・態

入 ◇意欲的に発言・発表しているか。・速さ＝距離÷時間 時間＝距離÷速さ 距離＝距離÷時間, ,
（ ）２．本時の学習課題を知る。 関・意・態

５分
さまざまな物体の運動の速さを調べよう

３．各班で取り組んだ実験について、確認をし、お ◇速さを表す方法に興味を持ち、身のまわ
互いに発表しあう。 りのものの速さについて、進んで調べよ

・紙板書等を使いながら 何の速さを調べるのか うとしているか。 （関・意・態）、 、

各班で工夫して発表する。 支援：各班で実験したデータを大事にしな
展 （予想される生徒の発表） がら、責任をもってやらせる。

バスケットボールの動き 卓球のボールの動き例：

◇他の班の発表を意欲的に聞いているか。野球ボールの動き ソフトボールの動き

（ ）４．参考例を提示して、速さの定義や速さの単位、 関・意・態

平均の速さについての説明を聞く。 ◇速さの定義や、平均の速さについて、説

明できるか。 （知・理）・速さの単位：ｍ 秒（メートル毎秒）/
開 留意事項：黒板の板書により、いつでも活㎞ 時（キロメートル毎時）をつけて発/

動できるようにする。表する。時速と秒速など、表し方の違

◎机間指導を繰り返し行い、計算のできなう速さについて、表現する。

・距離はいくらかなのか、かかった時間はいく い生徒に支援をする。また、班ごとに教

らかなのかを、はっきりして発表する。 え合い学習をする。

３５ ５．速さの求め方を参考にして、各班で提示された ◇計算によって、物体の速さを求めること
分 物体の速さを、計算によって求める。 ができるか。 （知・理、科）

。（ 、 ）６．各班で調べた運動の速さを発表する。 ◇さまざまな運動の速さを理解できたか 知・理 科

、 。・紙板書等を使いながら 何の速さを調べたのか各班で工夫して発表する

、終 ７．本時のまとめをし、平均の速さと瞬間の速さを ・瞬間の速さについての発言がでた場合は

。末 理解する。 発展的に次時につなげるように支援する
１０ ・次時の予告をする。 ・復習；ワークをする。

分 ・家庭学習の指示をする。 教科書Ｐ ３９を読んでくる。.


